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2009・1・8　ａｔメルパルクＮＡＧＯＹＡ

　明けましておめでとうございます！

1月8日(木)12時から、メルパルクＮＡＧＯＹＡで、恒例の「中部映像関連事業社協会・新年会」が開催されました。ご来賓も含め、今年も31社80人の方々が出席されました。
　開会にあたり鶴見俊成理事長が「暗いニュースが多い中、明るい話題を！」ということで、「ワールドワイドに普及したインターネットのうち、我々には“動画配信”が関わってくると思います。そのコンテンツ作りがビジネスチャンスになるはず。工夫と創意でのビジネスチャンスをキーワードにしていきたいと思います。

また、今年の名古屋の3つのポイントを考えると、①名古屋城本丸御殿造営

②名古屋港開港400周年　③ＣＯＰ10です。これらも我々のビジネスチャンスになる。考え方次第で、光が見えるのではないでしょうか。基本的にはプラス思考で乗り切っていきたいと思います」と挨拶。

　ご来賓を代表しお2人にご登壇いただきました。

1 中部経済産業局産業部コンテンツ産業支援室の新藤公人室長

「企業の企画広告宣伝費カットで、皆様方がご苦労されている中、この時期をある意味“次への展開・成長のチャンス”と捉え取り組んでいかれてはどうでしょうか。江戸期からの歴史を考えると、この地域は、“出来ることをやってきた労力の積み重ね”で、苦しい時期を乗り越えてきた優れたＤＮＡを持っていると思います。これからの3つのポイントは、①グローバル化　②技術革新　③

関連産業との連携　であろうと思います。

2 愛知県産業労働部新産業課の岩田勇二課長

「愛知県も夏までは日本一金持ちの自治体でした。この3ヶ月間に4,900億円の財源不足に陥ってしまいました。これまで輸出指向が強く、内需型に力を入れてこなかった。今、力を入れるときだと思います。

12月に映像コンテストを開催した時、この地域は映像制作への人材供給力を持っていると実感しました。県としても中映協と連携しながら進んでいきたいと思っています。

と、挨拶されました。

　ご臨席のご来賓の方々をご紹介したあと、「中映協映像コンテスト」の審査委員長である、名古屋学芸大学の西宮正明先生に乾杯の御発声をお願いしました。

「皆さんのあとを追う若者達が、名古屋での映画制作のニュースについて聞くと、“とことんお金のない苦労一杯の映画を作りたい！”と熱く語るとともに、1年生の学生が『人間研究新聞』を成人の日に発刊する運びとなった」と若者達の声と動きをご紹介いただき、“カンパ～イ！”となりました。　

　宴半ば、恒例の『賛助会員社からのメッセージ』を述べていただきました。

今年は、㈱ソニーファイナンスインターナショナルの堀田さん、ソニーマーケティング㈱の辰巳さん、中日本航空㈱の森本さん、そして㈱朋栄の横尾さんから、新年のご挨拶がありました。

（パナソニックＳＳマーケティング㈱、報映産業㈱は欠席されました）

　続いて、“福引抽選会”が賑やかに行なわれました。

出席各社の皆様方、数多くの景品のご提供有難うございました！！

　最後に、中映協・林明副理事長の“一本締め”で中締めとなりました。

中部映像関連事業社協会　総務委員会
